



















































カワハギ Stephanolepis cirrhifer稚魚にミズクラゲを 16日間、またはエチゼンクラゲ






























































カワハギは体長 4.9 mmからミズクラゲの卵やプラヌラ幼生を、体長 21.8 mmからメ
デューサの摂餌を開始することが明らかになった。カワハギ当歳魚のミズクラゲポリプ
に対する摂餌速度を水温別に計測した結果、26.8 oCで最大速度 3.1 ind sec-1を示した。 
一連の結果から、仔魚に対するクラゲ類の捕食圧は、魚体サイズだけでなく魚種の影
響を大きく受け、カワハギ科魚類はクラゲ類の多く存在する海域でも初期減耗しにくい
ことが示唆された。また、カワハギ科魚類はマダイに比べてクラゲ類の摂餌に特化して
おり、その生活史の大半においてミズクラゲを摂餌し得ることが示された。個体サイズ
が小さく、無性生殖によって大量の浮遊幼生を放出するポリプや卵、プラヌラ幼生に対
する魚類の摂餌は、その後のメデューサの生物量に大きな影響を与えると考えられる。
クラゲ類の大量発生により、その駆除方法や有効利用策が模索されている。本研究の結
果から、クラゲ類の魚類への給餌にはその体成分や行動を改善する効果があることが明
らかになり、脂質過多傾向の強い養殖魚や行動特性が天然魚に劣るとされる放流種苗用
の補助餌料としてクラゲ類を有効利用し得る可能性が示唆された。一方で、カワハギ科
魚類はその生活史の大部分においてクラゲ類を摂餌し、その捕食圧も大きいことが示さ
れた。クラゲ摂餌魚には、カワハギ科魚類のように商品価値が従来低く、その資源量や
生態に関する情報に乏しい魚種が多く含まれる。クラゲ類の大量発生を防御するために
は、クラゲ摂餌魚とその生息環境の保全に重点を置いた生態系ベースの漁業管理が望ま
れる。 
 
